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原始惑星系円盤において
磁気流体構造に依存するスノーライン
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研究⽬的 磁気円盤で降着エネルギーはどこでどのくらい
散逸する？そのときのスノーラインの位置は？
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概要 ポスターの
ダウンロード

１ “カラカラ”な地球

mori.s@geo.titech.ac.jp

２ スノーラインの移動

3 磁気流体円盤では典型的な降着加熱 ? 4 磁気流体計算：設定

５ 磁気流体計算：結果 ６ 議論：スノーラインへの影響
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